
九州九州に於けるバイオペレット製造事業に於けるバイオペレット製造事業

平成２０年平成２０年１０１０月月



九州に、同時期に大型ペレット工場を２ヶ所建設。九州に、同時期に大型ペレット工場を２ヶ所建設。

石炭や重油に代替するクリーン燃料の供給体制を構築。石炭や重油に代替するクリーン燃料の供給体制を構築。

未利用バイオ資源を原料に、地域振興・未利用バイオ資源を原料に、地域振興・CO2CO2削減。削減。

• 設 立： 平成19年11月29日
• 所在地： 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末１０７６０番地１
• 自治体： 門川町（門川町（バイオマスタウンバイオマスタウン））
• 資本金： ５０００万円
• 株 主： 三菱商事三菱商事(60%)(60%)、、清本鐵工(40%)
• 事業費： 約 ６億７千万円（地域ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用交付金制度を活用地域ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用交付金制度を活用）
• 操 業： 平成20年8月
• 生産量： 杉バークペレット＋全木ペレット 14,000～25,000t/年
• 主原料： 宮崎県北部の製材所等から供給される杉樹皮、及び間伐材等
• 需要家： 石炭火力発電所での石炭混焼用燃料（ＲＰＳ対策目的）

• 設 立： 平成19年7月31日
• 所在地： 大分県日田市大字東有田字日掛原１８９９
• 自治体： 日田市（日田市（バイオマスタウンバイオマスタウン））
• 資本金： ５０００万円
• 株 主： 三菱商事三菱商事(70%)(70%)、、日田資源開発(15%)、大成木材(15%)
• 事業費： 約 ６億２千万円 （地域ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用交付金制度を活用地域ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用交付金制度を活用）
• 操 業： 平成20年4月
• 生産量： 杉バークペレット 14,000～25,000t/年
• 主原料： 日田市エリアの製材所や原木市場等から供給される杉樹皮
• 需要家： 石炭火力発電所での石炭混焼用燃料（ＣＯ２削減目的）



バイオペレット事業における官民バイオペレット事業における官民 役割分担の仕組み役割分担の仕組み

農林水産省農林水産省
地域バイオマス利活用交付金制度地域バイオマス利活用交付金制度

都道府県庁都道府県庁 （知事・部長）（知事・部長）

市町村市町村 役場役場 （市町村長）（市町村長）

バイオマスタウンバイオマスタウン

ペレット製造事業会社

県のバイオマス利活用ビジョン県のバイオマス利活用ビジョン

バイオマスタウン構想の事業計画バイオマスタウン構想の事業計画

資源データーによる情報支援資源データーによる情報支援

バイオエネルギー市場の最先端情報
事業運営ノウハウと資金支援
製品買取保証

地元パートナー地元パートナー

木材加工協会や森林組合

主要な木材会社の経営者の方々

製紙用チップ関連企業

地元自治会等、住民の方々

技術パートナー技術パートナー

清本鐵工

次世代型ペレット製造

システムの開発

東亜技研工業

新型破砕機・粉砕機の開発
原料の安定供給
協力・支援体制



九州バイオペレットプロジェクトの特徴とは九州バイオペレットプロジェクトの特徴とは……

エネルギーに強みを持つ大手商社が主体となった大型プロジェクトであること。

小型ボイラーやストーブではなく、安定大口需要を核とした事業であること。

欧州の最新ペレット製造機と、新開発の破砕・乾燥設備を組合せた次世代型

ペレット製造機の２４時間操業を前提とした高効率・省力化システム

利用困難な原料を用いて、いかに安価にペレットを製造するか、を追及

石油燃料と比較し、明確な経済性を実現すること。

需要ありき、から最適立地点を選択 （他は、原料ありき、から計画を策定）



新開発の微粉システム

絡まったバーク⇒3mm 以下

最新型ペレット製造機

3～4t/hr ×24 hr  

集荷される杉樹皮（バーク）

水分 65% 前後 - 未粉砕品 -

九州バイオペレットプロジェクトの技術的な特徴九州バイオペレットプロジェクトの技術的な特徴

1. 欧米の大型ペレット工場は、針葉樹のおが屑・鉋屑やパルプ材を主原料

して製造される。

2. 日本に於けるプロジェクトでは、樹皮（バーク）や林地残材やその他雑多

なものを原料にする必要がある。

3. ペレットに成型するには、原料の水分値を１５％前後、粒度を３～５ｍｍ

以下とする必要があり、特に含水率が高く絡まりやすく微粉砕が困難な

杉・檜等の樹皮（バーク）を大量に処理するためには、新たな装置の開

発が必要となった。

4. 本プロジェクトの技術的な特徴は、新開発の微粉砕システムと乾燥シス

テムにより、世界基準である３～４ｔ/時・ラインを達成させることにある。

5. 今後は、林地残材（伐採時の土場残材）等を効率よく集荷し、低コストで

ペレット化する全体システムの構築が求められる。



ペレット製造システムペレット製造システム フロー図フロー図

㈱フォレストエナジー日田㈱フォレストエナジー日田 –– 最大能力最大能力 25,000t/25,000t/年年 （当初（当初 14,400t/14,400t/年）年）--

安定供給槽
(10m3 )

クーラー
(冷却器）

原料投入＆フィーダー

10.0~12.0 湿t/hr

解繊装置

絡まった樹皮の分離

50 ~ 70 m3/hr

(10.0~12.0 湿t/hr )

(  6.0~  7.0 製品t/hr)

製造能力
3.0~4.0t/hr

No.2 バイオ微粉砕機

乾燥用 熱風

温度. 80~90℃

ペレット原料ペレット原料

Size; 5mm 
under
水分値; 約
15wt%

異物除去装置

金属片・石・コンクリー
ト片等の除去

気流 乾燥システム

[新開発機種]

製品貯蔵
バンカー
(250m3)

製品貯蔵
バンカー
(250m3)

ペレタイザーペレタイザー

ペレット焚きペレット焚き

熱風炉熱風炉

No.1 バイオ微粉砕機

2.8~5.0 湿t/hr (水分40%)

(2.0~3.5 製品t/hr)

破削機 キリガー

[新開発機種]

バイオミル ウィンガー

[新開発機種]

４００ｍ３４００ｍ３ 原料バンカー原料バンカー

2.0~3.5 湿t/hr (水分15%)
カナダ ＢＣ州の大型ペレット工場①

生産能力 = 18万t/y

カナダ ＢＣ州の大型ペレット工場②

生産能力 = 12万t/y



風倒木

流木

間伐材

繁殖竹林

工事伐採木

今後の今後のバイオペレット事業のあり方バイオペレット事業のあり方

全木・全幹集材 土場造林

製材用原木

ラミナ用原木

合板用原木

バイオバイオ
ペレットペレット
原料原料

幹

枝葉・末木

樹皮・木屑等

竹林伐採

植林事業 / 森林再生

付加価値の高い商業林

地域産業の復興

自給率向上

ペレット製造工場ペレット製造工場

鉄道輸送

トレーラー輸送

＜＜ 需要地需要地 ＞＞

石炭火力発電所、等

内航船輸送出荷基地

[ 地域 季節需要]

ベース需要＋季節需要

石油系燃料から明らかな
メリットを提供する。

ペレット工場は、地域の未活用資源を工業製品化することが可能。 今まで滞留していた資源を活用し、新たな価値と物流と
雇用を山間部にもたらすことが可能となる。



0.044 0.007 < 0.50< 0.05< 0.05無水wt%塩素分6-6

38.46 40.60 ---無水wt%酸素分6-5

5.51 6.06 ---無水wt%水素分6-4

53.00 52.70 ---無水wt%炭素分6-3

0.40 0.11 < 0.6< 0.5< 0.3無水wt%窒素分6-2

0.06 0.03 < 0.08< 0.08< 0.08無水wt%硫黄分6-1

元素分析6

4,0874,177> 4,000> 4,000> 4,000気乾kcal/kg真発熱量5-4

n/an/a> 4,000> 4,000> 4,000到着kcal/kg真発熱量5-3

4,4074,519> 4,100> 4,200> 4,300気乾kcal/kg総発熱量5-2

n/an/a> 4,100> 4,200> 4,300到着kcal/kg総発熱量5-1

発熱量5

n/a>1,600 ℃> 1,350 ℃> 1,350 ℃> 1,350 ℃還元性℃溶流点4-3

n/a>1,600 ℃> 1,350 ℃> 1,350 ℃> 1,350 ℃還元性℃融点4-2

n/a1,260 ℃> 1,200 ℃> 1,200 ℃> 1,200 ℃還元性℃軟化点4-1

灰の溶融性4

20.414.9---気乾wt%固定炭素分3-4

68.878.9---気乾wt%揮発分3-3

2.40.5< 5.0< 3.0< 0.5気乾wt%灰分3-2

8.15.7---気乾wt%固有水分3-1

工業分析3

0.650.67> 0.65> 0.65> 0.65受取t/m3嵩比重2

9.807.60< 10.0< 10.0< 10.0受取wt%全水分1

杉 ﾊﾞｰｸﾍﾟﾚｯﾄ
(九州産）

杉 全木ﾍﾟﾚｯﾄ
（九州産）

High Ash / Medium Cl
石炭ボイラー混焼用

Medium Ash / Low Cl
専焼ボイラー用

Low Ash / Low Cl
ﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄ (Premium)

報告
ベース

単位試験項目

バイオペレットの製品規格（案）



Avedore Ⅱ /  地域冷暖房

120,000t/y120,000t/y

Amer /  Essent 1,260MW  

400,000t/y400,000t/y

Les Awirs  / Electravel 85MW 

(専焼改造）

350,000t/y350,000t/y

Rodenhuize / Electravel 270MW 

300,000t/y300,000t/y

【ベルギー・オランダ・ デン

マーク】

現在、もっとも燃料用ペレッ
トの需要が旺盛なエリア。

既存の石炭発電所に対し、
積極的に燃料用ペレット混
焼を行っている。

老朽化した石炭火力発電所
を、燃料用ペレットの専焼火
力に改造する例も現れてお
り、今後の再生可能エネル
ギー利用義務量の上昇によ
り、更に市場が拡大していく
と予想される。

混焼率を上げるために、発
電所サイトで燃料用ペレット
をガス化して炉内に吹き込
む等の動きあり。

燃料用ペレットの使用技術
の先端地域であり、今後も
注目していく必要がある。

Fiddlers Ferrry/ SSE 1,995MW  

260,000t/y260,000t/y

Ferrybridge / SSE  2,035MW 

580,000t/y580,000t/y

Kingsnorth/ Eon UK 2,034MW  

100,000t/y100,000t/y

【ＵＫ】

ROCs (Renewable Obligation Certificates) に基づく義務量達成

の為、急速に燃料用ペレットの需要が拡大している。

2007年で100万トン以上の燃料用ペレットが消費されており、20-
30%/yの伸び率が期待される。

Longannet / S.Power 2,400MW  

80,000t/y80,000t/y

Drax / Drax Power  4,000MW  

260,000t/y260,000t/y

Rugeley / Int.Power 1,000MW 

76,000t/y76,000t/y

バイオペレットの大規模需要例 （既存石炭ボイラー改造）-欧州-



バイオペレットと他燃料との経済性比較バイオペレットと他燃料との経済性比較

表： 各種燃料の発熱量とCO2発生量とカロリー単価の比較 （２００８年度上期ベース）

三菱商事株式会社 新ｴﾈﾙｷﾞｰ事業第二ﾕﾆｯﾄ

kgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcalkgkg--CO2/McalCO2/Mcal単位単位

0.21470.21470.28420.28420.29010.29010.29970.29970.37930.37930000CO2 CO2 排出係数②排出係数②

/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal/Mcal単位単位

¥¥7.137.13¥¥10.2710.27¥¥8.568.56¥¥6.636.63¥¥3.623.62¥¥5.955.95¥¥5.005.001,000cal 1,000cal 単価単価

1000Nm31000Nm3klklklklklkltttttt単位単位

¥¥70,00070,000¥¥90,00090,000¥¥80,00080,000¥¥66,00066,000¥¥23,00023,000¥¥25,00025,000¥¥20,00020,000顧客購入単価顧客購入単価 ((一例一例))

kgkg--CO2/Nm3CO2/Nm3kgkg--CO2/CO2/ℓℓkgkg--CO2/CO2/ℓℓkgkg--CO2/CO2/ℓℓkgkg--CO2/kgCO2/kgkgkg--CO2/kgCO2/kgkgkg--CO2/kgCO2/kg単位単位

2.1082.1082.492 2.492 2.710 2.710 2.9862.9862.410 2.410 0.000 0.000 0.000 0.000 CO2CO2排出係数①排出係数①

kcal/Nm3kcal/Nm3kcal/kcal/ℓℓkcal/kcal/ℓℓkcal/kcal/ℓℓkcal/kgkcal/kgkcal/kgkcal/kgkcal/kgkcal/kg単位単位

9,8189,8188,7678,7679,3419,3419,9629,9626,3546,3544,2004,2004,0004,000発熱量発熱量 ((ＬＨＶﾍﾞｰｽＬＨＶﾍﾞｰｽ))

都市ガス都市ガス灯油灯油AA重油重油Ｃ重油Ｃ重油一般炭一般炭
ウッドペレットウッドペレット

民生用民生用
ウッドペレットウッドペレット

産業用産業用

kg-CO2/Mcal

0.2147

0.3793

0.2997

0.2901

0.2842

0

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40

ｳｯﾄﾞﾍﾟﾚｯﾄ

一般炭

C重油

A重油

灯油

都市ガス

円/Mcal

\5.00

\5.95

\3.62

\6.63

\8.56

\10.27

\7.13

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00

ｳｯﾄﾞﾍﾟﾚｯﾄ

ｳｯﾄﾞﾍﾟﾚｯﾄ

一般炭

C重油

A重油

灯油

都市ガス



バイオペレット事業のコンセプトバイオペレット事業のコンセプト

《《事業成立の背景事業成立の背景》》

COCO2 2 排出量の削減ニーズ排出量の削減ニーズ ⇒⇒ 植物資源に対するプレミアムの発生植物資源に対するプレミアムの発生
人口増と新興国の発展人口増と新興国の発展 ⇒⇒ 食糧とエネルギーの不足が顕在化食糧とエネルギーの不足が顕在化
化石資源の高騰化石資源の高騰 ⇒⇒ 脱化石資源の動き脱化石資源の動き ⇒⇒ 再生可能エネルギーへの期待再生可能エネルギーへの期待

《《 フォレストエナジー日田・門川フォレストエナジー日田・門川のの特徴特徴 》》

1.1. 高水分率・強繊維質のスギ樹皮を主原料とし、世界標準の１ライン高水分率・強繊維質のスギ樹皮を主原料とし、世界標準の１ライン33--4t/hr4t/hr生産を狙う。生産を狙う。

2.2. 難粉砕原料に対応するため、破砕機・微粉砕機・乾燥システムを新たに開発。難粉砕原料に対応するため、破砕機・微粉砕機・乾燥システムを新たに開発。

3.3. 大手商社（三菱商事）による化石燃料代替の新燃料供給プロジェクト大手商社（三菱商事）による化石燃料代替の新燃料供給プロジェクト

《《 今後の課題今後の課題 》》

1.1. 伐採時の残材をペレット原料とする集荷システムの開発伐採時の残材をペレット原料とする集荷システムの開発 << 原料安定確保原料安定確保 >>

2.2. ペレット微粉バーナー（ボイラー）の開発・普及ペレット微粉バーナー（ボイラー）の開発・普及 <<負荷追随性の向上負荷追随性の向上>>

3.3. ペレット供給拠点の整備による信頼性高い供給体制の確立ペレット供給拠点の整備による信頼性高い供給体制の確立 < < 供給体制の強化供給体制の強化 >>

以上以上


